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生
活
改
善

講

演
会

日
常
生
活
の
中
で
、
一
寸
し
た
不

注
意
に
よ
り
、
又
は
気
が
つ
か
な

い
で
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
ん
な
に
無

駄
な
労
力
や
金
銭
を
消
費
し
て
る

だ
ろ
う
。

迷
信
や
因
習
に
と
ら
わ
れ
て
、
貴

重
な
時
間
や
費
用
を
空
費
し
て
は

い
な
い
か
。

都
北
に
お
け
る
商
工
業
の
中
心
地

で
あ
る
足
立
区
は
、
荒
川
放
水
路

一
つ
を
越
せ
ば
、
野
趣
豊
か
な
農

村
地
帯
と
な
る
、
稲
を
刈
る
額
の

汗
や
拭
い
な
が
ら
、
ふ
と
腰
を
延

ば
せ
ば
、
火
力
発
電
所
の
黒
煙
が

目
に
映
り
、
大
工
場
の
サ
イ
レ
ン

で
時
を
知
つ
て
も
因
習
は
虚
礼
は

農
村
に
根
を
下
ろ
し
て
は
い
な
い

か
。

区
で
は
去
る
十
二
日
午
後
一
時
か

ら
、
生
活
改
善
運
動
の
権
威
、
今

和
次
郞
氏
を
招
き
、
午
後
一
時
か

ら
生
活
改
善
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
、
衣
、
食
、
住
を
中
心
に

生
活
の
無
駄
を
は
ぶ
き
、
思
考
、

技
術
、
誠
実
、
活
動
が
ぴ
つ
た
り

板
に
つ
い
た
明
る
い
市
民
生
活
を

確
立
し
、
住
み
良
い
健
康
な
区
を

築
こ
う
と
、
集
ま
つ
た
区
内
有
志

と
と
も
に
、
今
後
の
計
画
等
に
つ

い
て
懇
談
し
た
。
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区財 政 はどうなってい る?
27

年度
に
四
億
三
千
万
円
を
計
上

予
算
編
成
形
態
の
前
進

ま
え
が
き

本
年
の
四
月
一

日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
の
、

本
区
の
財
政
事

情
に
つ
き

、
そ

の
概
要
を
御
報

告
し
て
区
民
各

位
の
御
参
考
に

供
す
る
と
と
も

に
、
更
に
区
政

の
運
営
に
つ
い

て
、
一
層
の
御

理
解
と
御
協
力

を
願
う
た
め
、

こ
こ
に
「
足
立

区
の
財
政
事

情
」
を
公
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。昭

和
二
十
七
年
度
の
当
初
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
区
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
す
ほ
ど
の
地
方
税
制
の

改
正
も
予
想
さ
れ
ず
又
都
区
財
政

区
分
も
将
来
に
些
小
の
調
整
の
余

地
を
残
し
て
は
い
る
が
、
一
応
の

財
政
調
整
も
決
定
さ
れ
た
の
で
、

年
間
の
事
務
事
業
の
執
行
に
必
要

な
経
費
を
見
込
み
、
所
謂
年
間
予

算
と
し
て
、
総
額
三
億
二
千
三
百

五
拾
二
万
八
千
二
百
九
拾
三
円
の

当
初
予
算
を
計
上
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
当
初
予
算
に
お
い

て
、
年
間
予
算
を
計
上
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
過
去
数
年
に
亘
つ
て

の
当
初
に
お
け
る
骨
格
予
算
と
、

数
回
に
わ
た
る
追
加
補
正
予
算
に

よ
つ
て
年
間
予
算
が
形
成
さ
れ
た

変
則
的
な
形
態
を
脱
し
て
、
一
歩

前
進
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
当
初
予
算
と
同
時
に
六
三
制

整
備
事
業
の
前
年
度
事
業
繰
越
に

伴
う
第
一
次
追
加
予
算
三
八
、
六

〇
一
、
一
二
九
円
を
追
加
計
上
、

続
い
て
第
二
次
追
加
予
算
六
九
、

八
六
六
、
九
七
五
円
、
第
三
次
追

加
予
算
四
、
一
七
六
、
一
五
四
円

を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
計
上
し
た
の

で
、
昭
和
二
十
七
年
度
九
月
三
十

日
現
在
に
お
い
て
は
総
額
四
三

六
、
一
七
二
、
五
五
一
円
と
な
つ

て
お
り
ま
す
。

又
従
来
都
営
で
あ
つ
た
公
益
質

屋
事
業
は
、
本
年
四
月
一
日
区
に

移
管
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
新
ら
し

く
質
屋
事
業
会
計
を
設
置
し
て
こ

の
予
算
額
二
四
、
五
九
一
、
八
二

九
円
を
計
上
し

、
運
営
を
計
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
各
項
目
に
従
つ
て
財
政
運

営
の
実
情
を
御
報
告
致
し
ま
す
。

収
入
及
び
支
出
の
概
況

昭
和
二
十
七
年
九
月
三
十
日
現

在
の
区
予
算
額
は
前
述
し
た
通
り

一
般
会
計
で
歳
入
歳
出
共
に
四
三

六
、
一
七
二
、
五
五
一
円
で
あ

り
、
質
屋
事
業
会
計
で
歳
入
歳
出

共
に
二
四
、
五
九
一
、
八
二
九
円

で
あ
り
ま
す
が
、
同
日
現
在
に
お

け
る
一
般
会
計
並
び
に
質
屋
事
業

会
計
の
予
算
内
訳
及
び
こ
れ
に
対

す
る
収
入
支
出
の
概
要
は
次
の
通

り
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

質
屋
事
業
会
計

△
才
入

事
業
収
入

二
四
、
五
九
一
、
八
二
九
円

△
才
出

事
業
費

二
四
、
三
五
六
、
八
二
九
円

予
備
費

二
三
五
、
〇
〇
〇
円

計
二
四
、
五
九
一
、
八
二
九
円

な
お
区
で
行
う
事
務
事
業
の
諸
経

費
は
、
前
述
し
た
一
般
会
計
並
び

に
特
別
会
計
の
区
才
入
才
出
予
算

に
計
上
し
、
区
議
会
の
議
決
を
経

て
執
行
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
外
に
都
か
ら
の
委
任
事
務
事

業
を
賄
う
経
費
と
し
て
、
都
経
済

執
行
委
任
予
算
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
状
況
を
示
す
と
(
表
の
一
)
の

通
り
に
な
り
ま
す
。

住
民
負
担
の
概
況

昭
和
二
十
七
年
九
月
三
十
日
現
在

に
お
け
る
特
別
区
税
調
定
総
額
は

二
五
七
、
三
四
四

、
三
七
五
円

(
次
頁
へ
)

昭和27年度歳入歳出予算概況( 昭27. 9. 30現在)
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委
員
長
は
月
額
一
万
四
千
円

区
教
育
委
員
の
報
酬
決
ま
る

本
年
第
八
回
臨
時
区
議
会
は
、
十

一
月
二
十
七
日
午
後
三
時
三
十
四

分
、
区
議
事
堂
で
開
会
次
の
案
件

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
可

決
と
な
つ
た
。

【
第
一
】
昭
和
二
十
六
年
度
東
京

都
足
立
区
才
入
才
出
決
算
(
別
項
)

【
第
二
】
寄
附
受
領
に
つ
い
て
区

立
第
三
中
学
校
体
育
館
建
設
協
賛

会
(
会
長
遠
藤
虎
次
郞
)
及
び
本

木
小
学
校
講
堂
建
設
委
員
会
(
会

長
田
口
富
藏
氏
)
か
ら
、
区
立
三

中
体
育
館
、
本
木
小
学
校
講
堂
の

建
設
費
の
一
部
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
百
二
十
万
円
づ
つ
の
寄
附
申
出

が
あ
つ
た
の
で
、
こ
れ
を
受
領
し

た
。

【
第
三
】

東
京
都
足
立
区
議
会
定

例
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

○
こ
の
結
果
区
議
会
定
例
会
条
例

が
廃
止
と
な
つ
た
。

【
第
四
】
東
京
都
足
立
区
の
課
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
今
ま
で
の
第
一
条
及
び
第
二
条

の
「
学
務
課
、
社
会
教
育
課
」
を
削

る
【
第
五
】
東
京
都
足
立
区
議
会
委

員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
第
二
条
第
一
項
中
の
「
教
育
委

員
会
」
を
「
文
教
委
員
会
」
と
改

め
た
。

【
第
六
】
昭
和
二
十
七
年
度
東
京

都
足
立
区
才
入
才
出
追
加
予
算

○
右
の
分
と
し
て
三
四
、五
一
八
、

五
一
一
円
が
新
ら
た
に
追
加
計
上

さ
れ
た
。

【
第
七
】
昭
和
二
十
七
年
度
東
京

都
足
立
区
質
屋
事
業
才
入
才
出
追

加
予
算

○
五
、
六
三
八
、
〇
〇
〇
円
が
新

ら
た
に
追
加
計
上
さ
れ
た

【
第
四
十
一
号
議
案
】
東
京
都
足

立
区
教
育
委
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例

○
委
員
の
報
酬
は
月
額
七
千
円
、

委
員
長
一
万
四
千
円
、
副
委
員
長

一
万
五
百
円
と
な
つ
た
。

【
議
員
提
出
第
二
号
議
案
】

生
業
資
金
貸
付
及
び
取
立
事
務
の

区
移
管
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

○
足
立
区
議
会
で
は
、
区
民
の
福
祉
増

進
に
寄
与
す
る
た
め
意
見
書

を
、
都
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。

(
前
頁
か
ら
)

で
、
同
日
現
在
の
足
立
図
の
世
帯

数
六
七
、
〇
七
八
世
帯
及
び
人
口

二
九
六
、
三
六
八
人
に
対
比
す
れ

ば
こ
の
区
税
負
担
平
均
は
次
の
通

り
で
あ
り
ま
す
。

一
世
帯
当
り
区
税
負
担
額

三
、
八
三
六
円
四
九
銭

一
人
当
り
区
税
負
担
額

八
六
八
円
二
七
銭

昭
和
二
十
六
年
度
歳
入

歳
出
決
算
の
概
況

昭
和
二
十
六
年
度
に
お
け
る
予
算

額
に
対
す
る
才
入
才
出
決
算
の
概

況
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
度
才
入
才
出
予

算
総
額
三
九
〇
、
六
三
一
、
三
三

四
円
に
対
し
収
入
実
績
は
三
八

一
、
八
六
九
、
八
八
五
円
二
銭
で

あ
り
、
才
入
予
算
に
対
し
九
七
、

七
%
の
収
入
率
を
示
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
支
出
実
績
は
三

四
四
、
九
六
二
、
〇
六
九
円
一
一

銭
で
、
才
出
予
算
の
八
八
、
三
%

を
示
し
て
お
り
、
才
入
才
出
差
引

残
金
は
三
六
、
九
〇
七
、
八
一
五

円
九
一
銭
と
な
り
ま
す
。
こ
の
残

金
の
う
ち
事
業
繰
越
に
伴
う
も
の

二
九
、
四
九
八
、
三
八
六
円
純
繰

越
額
七
、
四
〇
九
、
四
二
九
円
九

一
銭
で
何
れ
も
二
十
七
年
度
予
算

に
計
上
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
(
表
の
二
)

む
す
び

以
上
が
昭
和
二
十
七
年
度
上
半

期
に
お
け
る
才
入
才
出
及
び
昭
和

二
十
六
年
度
決
算
の
概
要
で
あ
り

ま
す
。

区
財
政
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

常
に
健
全
財
政
の
建
前
を
と
り
、

収
入
の
増
加
を
は
か
る
と
と
も
に

支
出
の
節
減
を
行
つ
で
区
民
各
位

の
御
期
待
に
そ
う
よ
う
、区
議
会

と
も
相
協
力
し
て
明
る
い
区
政
住

み
よ
い
区
の
実
現
に
格
段
の
努
力

を
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

区
民
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

本
書
に
示
す
本
区
財
政
の
現
状
に
深

い
御
理
解
と
こ
れ
が
健
全
化
の

た
め
、
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

(
表
の
I
)

都
経
済
執
行
委
任
予
算
経
理
状
況
調

昭
和
二
十
七
年
九
月
三
十
日
現
在

(
表
の
二
)

昭
和
二
十
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算
概
況

△
才
入

△
才
出

才
入
才
出
差
引
残
金
　三
六
、
九
〇
七
、
八
一
五
円
九
一
銭

事
業
繰
越
額
　
　
二
九
、
四
九
八
、
三
八
六
円

純
繰
越
額
　
　
　
　
七
、
四
〇
九
、
四
二
九
円
九
一
銭
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元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

除
夜
の
鐘
を
合
図
に

終
戦
後
七
年
、
世
界
的
水
準
に
躍

進
し
た
我
が
国
ス
ポ
ー
ツ
界
の
興

隆
に
つ
れ
て
、
本
区
の
各
種
ス
ポ

ー
ツ
も
、
都
内
屈
指
の
充
実
振
り

を
示
し
て
い
る
が
、
更
に
区
教
育

委
員
会
で
は
、
昭
和
二
十
八
年
の

劈
頭
を
飾
つ
て
、
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
開
催
、
明
年
度
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
魁
け
と
し
て
、
区
民
各

位
の
参
加
を
望
む
と
と
も
に
、
区

内
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
を
打
診
す
る
も

の
と
し
て
、
大
き
な
期
待
を
か
け

て
い
る
。

□
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
要
項

期
日
　
昭
和
二
十
八
年
一
月
一

日
午
前
零
時

申
込
　
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

に
足
立
区
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
体
育
係
又
は

最
寄
り
区
出
張
所
へ

資
格
　
満
十
四
才
以
上
で
区
内

に
居
住
す
る
と
否
と
を
問

わ
ず
。

表
彰
　
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま

で
賞
品
賞
状
贈
呈

走
路
　
西
新
井
大
師
山
門
―
西

新
井
橋
―
大
師
道
―
千

住
新
橋
―
梅
島
駅
―
西

新
井
警
察
前
―
西
新
井

大
師
山
門
(
一
万
米
)

註
　
除
夜
の
鐘
第
一
打
を
出
発

合
図
と
す
る
。

九
九
パ
ー
セ
ン
ト

共
同
募
金
成
績

去
る
十
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
、

区
民
の
絶
大
な
る
協
力
に
よ
り
行

わ
れ
た
共
同
募
金
の
結
果
が
、
こ

の
ほ
ど
、
共
同
募
金
足
立
区
協
力

会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
目
標
額
二
百
四
万
六
千
円
に

対
し
、
募
金
額
二
百
三
万
一
千
九

百
四
拾
五
円
で
、
こ
れ
は
目
標
額

の
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
当
り
、

こ
の
成
果
に
協
力
会
で
は
十
二
月

八
日
、区
民
一
般
に
実
績
の
報
告

を
す
る
と
と
も
に
謝
意
を
表
し

た
。

長
門
排

水

場
で

き

る

長
門
町
一
帯
と
大
谷
田
、佐
野
、

蒲
原
各
町
一
部
の
二
十
七
町
歩
の

水
を
排
水
す
る
長
門
排
水
場
が
、

長
門
町
七
二
六
さ
き
の
中
川
桜
川

土
堤
わ
き
に
完

成
、十
二
月
十

日
午
後
一
時
か

ら
運
転
開
始
式

を
行
つ
た
。

同
排
水
場
は
工

費
九
百
万
円
を

投
じ
都
第
五
建

設
事
務
所
の
手

で

、施
工
さ
れ

た
も
の
で
　
鉄

骨
木
造
周
囲
屋

根
と
も
ス
レ
ー

ト
製
、
高
さ
八

メ
ー
ト
ル
、
建

坪
二
十
三
坪
で

一
分
間
三
十
立

方
メ
ー
ト
ル
の

排
水
能
力
を
持

つ
て
い
る
。

さ
よ
な
ら
一
九
五
二
年

少
年
少
女
の
会

日
本
が
独
立
国
と
な
つ
て
新
ら
し

く
世
界
に
仲
間
入
り
し
た
り
、少

年
少
女
の
き
ぼ
う
で
あ
る
皇
太
子

の
立
太
子
礼
が
行
わ
れ
た
り
、い

ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
つ
た
一
九
五

二
年
、こ
の
一
年
間
を
ふ
り
か
え

つ
て
反
省
す
る
と
と
も
に
、ぶ
じ

に
一
年
間
を
終
ろ
う
と
す
る
喜
び

の
中
か
ら
、少
年
少
女
が
新
ら
し

く
力
強
い
気
持
で
新
年
を
迎
え
る

よ
う
、区
教
育
委
員
会
で
は
別
項

に
よ
り
　
一
九
五
二
年
さ
よ
な
ら

少
年
少
女
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。

日
時
　
十
二
月
二
十
五
日
午
後
一

時

場
所
　
区
立
千
寿
第
三
小
学
校

◎
参
加
者
は
区
内
居
住
の
九
才
以

上
の
少
年
少
女
の
各
団
体
ご
と
に

指
導
者
が
引
率
す
る
(
一
団
体
四

十
名
以
内
)
参
加
費
は
無
料

◎
参
加
者
全
員
に
記
念
品
贈
呈

第
六
回
成
人
学
校

会
場
を
二
か
所
に

受
講
者
の
便
を
は
か
る

開
催
の
た
び
ご
と
に
、絶
大
な
好

評
を
得
て
き
た
足
立
成
人
学
校
の

第
六
回
の
開
校
式
が
、去
る
六
日

午
後
六
時
か
ら
区
議
事
堂
で
行
わ

れ
た
。

今
回
は
珠
算

簿
記
、編
物

の
三
科
目
で
定

員
は
各
五

十
名
、従
来

通
り
授
業
時
間

は
、午
後

六
時
か
ら
八

時
ま
で
だ
が

受
講
者
の
便

を
は
か
つ
て

第
一
会
場
(
区
立
一
中
)
第
二
会

場
(
区
立
六
中
)
に
わ
け
、
地
域

的
な
受
講
者
に
対
す
る
差
別
を
廃

止
す
る
よ
う
努
め
た
、
な
お
今
回

の
成
人
学
校
は
十
二
月
八
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
、
毎
遇
月
火
水
木

金
曜
日
に
開
校
さ
れ
る
。

困
窮
家
庭
に
暖
い
冬
を

=
歳
末
衣
類
等
供
出
運
動
=

生
活
困
窮
家
庭
(
特
に
老
人
、子

供
)
が
暖
い
冬
を
送
れ
る
よ
う
に

と
東
京
都
及
び
足
立
福
祉
事
務

所

、
区
役
所
で
は
、
来
る
十
八
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
歳
末
衣
類

等
供
出
運
動
を
、
実
施
す
る
こ
と

に
な
つ
た
。

こ
の
運
動
は
、社
会
福
祉
法
外
援

護
活
動
の
一
端
と
し
て
、社
会
連
帯

責
任
の
普
及
を
図
る
目
的
の
も

と
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
全
都
民

に
呼
び
か
け
、不
用
衣
料
そ
の
他

の
供
出
さ
れ
た
物
品
を
、困
窮
家

庭
に
配
分
す
る
も
の
で
、区
内
婦

人
会
、民
生
委
員
等
と
の
打
合
会

も
、十
五
日
を
も
つ
て
完
了
、同

運
動
の
本
格
的
展
開
を
待
つ
ば
か

り
と
な
つ
た
。

◎
当
局
は
で
区
民
の
皆
さ
ん
の
暖
か

い
御
協
力
を
の
ぞ
ん
で
お
り

ま
す
。

本
区
の
人
口

三
十
万
を
突
破
か

区
政
の
進
展
に
伴
い
、本
区
の
人

口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、十

二
月
一
日
現
在
で
二
九
八
、四
七

五
人
を
算
え
、こ
の
ま
ま
で
進
め

ば
年
末
に
は
三
十
万
を
容
易
に
突

破
す
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ

れ
る
。な
お
、東
京
都
以
北
に
お

い
て
本
区
と
略
同
数
の
人
口
を
有

す
る
都
会
に
、
仙
台
、
札
幌
の
両

市
が
あ
る
。

十
二
月
一
日
現
在
本
区
人
口
世
帯

数
六
七
、四
六
二
世
帯
、入
口
、

男
一
五
二
、二
六
五
人
女
一
四
六
、二
一

〇
人
計
二
九
八
、
四
七
五
人


